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１．はじめに 

瀬戸内オーシャンズＸ（日本財団と瀬戸内４県（岡山県、広島県、香川県、愛媛県）による海洋ごみ対策

プロジェクト）は、２０２５年までに瀬戸内海への新たなごみの流入を７０％減らし、回収量を１０％以上増や

すことを目標とし、瀬戸内海の海洋ごみの全体量を減少傾向に転じて問題解決へ繋げていくことを目指し

ています。本誌では、集中連載として 2022.Ｎｏ.83 から瀬戸内オーシャンズＸの取組みを紹介しています。

今回は、2022.Ｎｏ.84 に引き続き、ボランティア回収が困難なエリアでの回収実証イベントとその後の展開

について紹介します。 

２．愛媛県宇和島市での実証イベント（海洋プラスチック減容回収） 

愛媛県宇和島市は複雑に入り組んだリアス海岸が広がり、養殖業を始めとした漁業が盛んなエリアです

が、それ故に半島の先端部や離島など、人のアクセスが容易でない海岸が多く、流れ着いたごみが放置

されたまま堆積している状況がありました。また、半島の道は曲道も多く、通行できる車の大きさにも制限が

あることから、特にフロートやブイなどの大型プラスチックごみは、処分場まで一度に多くの量を運搬するこ

とが難しく、処理費用も嵩むため回収が進んでいませんでした。そこで、フロートやブイなど大型の漁業系

ごみを効率的に一掃するため、減容装置を用いた実証事業を実施し、回収から分別、大型漁業系ごみの

減容、排出までの一連の流れを検証しました。 

当日は、宇和島市の地元住民、岡原市長、市役所職員の方々に加え、愛媛県職員や、普段は船舶火

災や油等の流出事故対応を行う海上活動のプロである海上災害防止センター、減容機（株式会社エルコ

ム、発泡スチロール協会）・破砕機（商研株式会社）メーカーなどの総勢約 100 名が参加しました。漁港の

荷上場から清掃場所の海岸まで船で移動・上陸し、堆積した漂着ごみ（ペットボトルや包装などの生活系

図１ 宇和島周辺の地形 国土地理院地図（淡色及び写真）に図形等追記 
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ごみが約 580 ㎏、漁具のプラスチック製のブイが約 600 ㎏（約 450 個））をみんなで回収しました。集めた

ごみは分別後、漁業由来の大型プラスチックごみは、効率的に運搬するために減容・破砕を行いました。

今回は、通常は卸売市場や工場内などで用いられている設備を清掃現場に近い漁港荷上場に設置して

活用し、発泡スチロール製のフロートは減容、硬質プラスチック製のブイなどは破砕することで約 10 分の１

以下の大きさになり、2 トントラック約 8 台分集めた大型プラスチックごみは減容後の運搬は１台で済みまし

た。減容するメリットはこのように運搬の手間が減るだけでなく、場合によっては、体積当たりいくらでかかっ

ていた処理費が安く済むということもあります。 

３．広島県大竹市阿多田島での実証イベント（上陸用舟艇等活用） 

広島県大竹市阿多田島は、陸路では

繋がっておらず、また、桟橋等もなく通常

の船では上陸が難しい砂浜にフロートな

どの大型プラスチックを含むごみが約 350

ｍにわたって散乱していました。ここで

は、日本財団の主導により、桟橋などが

ない場所でも陸揚げができる上陸用舟艇

（民間フェリー）で着岸し、貨物運搬やビ

ーチクリーンに使われる特殊車両、プラス

チックの減容装置などの機材を活用した

実証事業を実施しました。 

当日は、阿多田島漁業協同組合の漁

業関係者、海上災害防止センター隊員、

広島県庁や大竹市役所の職員、減容装置メーカー関係者など約 200 名、そして現場を視察した日本財団

の笹川陽平会長と広島県の湯﨑英彦知事が活動に参加し、阿多田島の長浦海岸に散乱していた大型プ

ラスチックごみなど計約 1.2 トンを一掃しました。 

４．実証から実装へ 

これら実証事業で得られた知見については、2022.Ｎｏ.85 で紹介しました「瀬戸内海

洋ごみ削減行動促進・支援基金（https://fund.setouchi-oceansx.jp/）」も活用し、民間団

体等による活動展開も始まっています。 

愛媛県の宇和島では、宇和海地区漁業幹部協議会が減容機、破砕機等を導入し、

地元の企業・団体や郵便局、自治体等とも連携し、市長も参加するような回収イベントも開催するなど、ロ

ケーションに応じた効率的・効果的な回収につながっています。私も実際に見に行きましたが、周辺海域

はたくさんの養殖筏があり、豊かな海が広がっていると感じました。一方で、海岸に目を向けると生活系ご

みとともにフロートなどの漁業系ごみが多く漂着していました。宇和島周辺に散乱しているごみと、私が住

んでいる香川県の海岸に漂着しているごみを比較すると、香川県の海岸は主にペットボトルや食品トレイ

などの生活系ごみがほとんどなので、海洋ごみ問題を自分事化させるには場所によりアプローチを変える

必要もあり、一様な啓発では問題解決が進まないと改めて感じました。宇和島地区は漁業者も含めて郵便

局や自治体などの多様な団体が横断的に関わり、非常に熱意を持って取り組んでおり、現地に合った問

題解決に向けたツールも入手、活用を始めたことで、今後、大きな前進をしていくように思います。 

写真１ 上陸用舟艇 （写真提供：日本財団） 
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上陸用舟艇については、「一般社団法人みんなでびぜん」により、船を使った上陸作戦による海岸清掃

へと展開しています。この方法は港からの陸路のアプローチが満足にないために人手を集めにくい、また、

回収したごみの運搬方法も限られるなど、様々な要因から十分な清掃活動が行われてきていなかった離

島での漂着ごみを一気に減らせる手段です。「みんなでびぜん」の活動についても、上陸用舟艇を所有し

ている海運会社のある岡山県海域だけでなく、対岸の香川県海域など、県域を超えた活動も始めており、

また、地元自治体との調整から学校や地域の団体・企業等もつないだ活動へと発展しており、波及効果も

大きく、今後の活躍にも期待しています。 

このように、日本財団・瀬戸内オーシャンズ X の実証事業等の取組みから発展し、民間団体等による積

極的な活動に広がってきています。今回、紹介した２つの地区・団体は、１つの団体だけの取組みに収束

するのではなく、いずれも自治体やほかの団体なども巻き込みながら、お互いに得意なところでカバーし

つつ、面として広がりを持った取組みに発展していっているところが特徴であり、今後の活動・活躍にも注

目しています。瀬戸内オーシャンズ X は、今後もモデル構築や活動支援を行いながら、集積した知見も活

用して課題解決に向けて取組んでまいります。 

写真４ 上陸用舟艇を活用した鹿久居島（岡山県備前市）での「瀬戸内海 海洋ごみゼロ作戦」 

小雨の中、岡山県内外の親子連れや清掃グループ、環太平洋大のサッカー部員などが

参加。備前市職員や市のパッカー車も協力して効率的に島外搬出。 

（写真提供：みんなでびぜん） 

写真３ 破砕機とブイの破砕状況 写真２ 圧縮機と圧縮後（丸図形内） 

- 29 -


	s86_all_Part29
	瀬戸内海のプロジェクト紹介
	瀬戸内オーシャンズX の取組み ～連載第４回～


	s86_all_Part30
	s86_all_Part31



